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(備考)IMF "International Financial Statistics"による。
第 2図 日本貿易の世界貿易に対する割合注1)












質問項目 )l[i1 位 1960年調査 1984年調査
どこの国の商品が
第 l位 米 国 西 独
高品質と思うか 7
第 2位 オーストラリヤ 日 本
第 3f立 西 独 ニュージーランド
どこの国の商品が
第 1位 日 本 アルゼンチン
粗悪か?
第 2位 ソ i主 ソ 述














上の問題をとりあげ， "made in J apan"が高品質の代名詞となるに至った












































第 1次 2次産業における原料，製品の qualityに限られたような誤った印
象を与えている。しかし，近年第 3次-5次産業(第 2表参照)の発達が著
ししこれに従事する人口は先進国では60-70%にも達している。したがっ












































SQCの起源は， 1924年， W. A. Shewhartが考案した管理図に始まる。
その他の統計的手法を含めて，これが工業生産に応用され始めたのは1930年








A S A Z 1 . 1 Guide for Qua1ity Control 
Z 1.2 Control Chart Method of Analysing Data 
Z 1 .3 Control Chart Method for Controling Quality during Pro-
duction 
Shewhart， W. A. : Economic Control of Qua1ity of Manufactured Pro-
ducts 
Pearson， E. S. : The Application of Statistical Methods to Industrial 
Standardization and Quality Control 
ASTM Manual on Presentation of Data 
などが主なもので，その他雑誌に散見する管理図の使用例などであったとい
われる。
その後1948年ごろから大学，企業内で研究が進められていたが， W. E. 
Demingが1950年以降 3回来日し， QCやMR(市場調査)に関する講習会



















control，略して CWQC) 又は総合的品質管理 (totalquality control， 略
して TQC) という叫
ただし，この定義については， I Q Cが生産部門だけのものと受けとられ
る恐れがある」とか， I Q Cは統計的な手法のものだけに限られるという誤
注5)















戦後の日本における品質向上と QC 19 
























































こを取れJ iここを取れ」と指示し i推定J と関係なく大塊を取らせてしま
う。したがって，受入検定分析値は炉前の工程管理分析値(こちらはランダ
ムサンプリングであった)よりも鉄分が高く，水分は低くでるのが常であっ
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アーマ ノミフ フ 回 析理
法図
レフ ム 図 ，疋~・ リ最 法 法
新製品・新技術開発 O O O O 。。。O O O 
ロロ 質 改 善 O O O O O 。。O O 
工 程 主員定 理 O O 。。。O O O 
市場品質情報管理 O O O O O O O 
事 務 管 理 。O O O O O O 
版 ヲ=企じエ? 管 理 。。。 O O O O 
サービス管理 O 。。 O O O O 





















































































QCサークル活動は， 日本人の国民性に根ざした， 日本独自ともいえる Q
27 戦後の日本における品質向上と QC







































































































1962年 4月 | 雑誌「現場と QCJ (日科技連)創刊。当時は季刊(年4回)であったが，
(昭和37年) I 1963年隔月， 1964年以降月刊誌となった。
5月 I Q Cサークル本部登録No.1のQCサークル誕生(日本電信電話公社・松
山搬送通信部機械サークル)。
1963年 5月 | 第 1回QCサークル大会(仙台)開催。
1964年 9月 | 関東，束j払北陸，近畿に QCサークル支部を結成。
1965年 6月 I Q Cサークル中国・四国支部結成。


















1 C Q C-Tokyo開催。 QCサークルについての報文が多数提出され
るとともに， Q Cサークル・リーダーの報告も行なわれた。





































1 C Q C-Tokyo開催。第 1回QCサークル国際大会(東京)開催。
QCサークル本部登録100，000サークル突破。










































































1975 1965 1970 1980 
(備考) 1.文部省「教育指標の国際比較」による。



































ものに， トップの意思決定の問題がある。企業内における， Top， Middle 
(Stuff)， Foreman， W orkerの業務内容を概念的に大別すると第 7図注10) の
ようになるであろう。












































































































































注 1)経済企画庁総合計画局編. r2000年の日本」日本経済新聞社， (1982) 
2 )西堀栄三郎品質管理心得帖」日本規格協会， (1981) 
3 )古村昭零式戦斗機」新日~l社， (1968) 
4 )設計者の堀越技師によれば，それは工只に対する一種の精神訓練でもあったという。
38 
5) I新版品質管理便覧」日本規格協会， (1977) 
6) J 1 S M8100 (粉塊混合物のサンプリング方法通目1)
J 1 S M8105 (鉄鉱石のサンプリング方法)
J 1 S M8811 (石炭類およびコークス類のサンプリング方法)など
7 )吉川英夫，品質管理， Vo135， p .454 (1984) 
8 )細谷克也，品質管理， Vo132， p .342 (1981) 
9) I Q Cサークル手帳」日科技連出版社(1984)







15) Q C手法開発部会編管理者，スタッフの新QC七つ道具」日科技連， (1979) 
下、
